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lnJanuary2012，theUnlVerSltyOfTokyo，aleadmgnatlOnalunlVerSltylnJapan，

announcedltSlntentlOnt（）Changetl－eStartOftheacademlCyearfromApr】】to

September Th】SChangewoulda王1gntheacademlCSCheduleoftheUnlVerSltyOf

TokyowlththemaJOrltyOfunlVerSltleSln the worldIt was statedthatthlS

Changewouldfacllltatethe UnlVerS－tyOf′rokyotobecomemoregloballSedand

enablelttOralSeltSglobalcompetlt】Vet－eSSre．at］VetOltSaCademlCpeerS

However，thereareotherlSSueSthatunlVerSltleSneedtobecomegloballSedJn

thlSartlCle・IwulanalysehowtheUnlVerSltyOfTokyo】SregardedlnternatlOnally，

andthendlSCuSSthenatureoflnSufflClentg】OballSatlOnmJapaneseunlVerSltleSIt

focuseson thelmPOrtanCe OfhavlnglnternatlOnal】yrecognlSed academlCSOn Staff

lnunlVePSltleS・andlndlCateS CurrentlyhowunlVerSltleS】nJapan）ack strategleS tO

attract reputable academlCSIt also glVeS SOme SuggeStlOnS for unlVerSltleS tO

OVerCOme the Obstac］es to achleVe ralSl哩the numbers oflnternatlOna］students

wlth exce】1ence

l．はじめに

1999イlに行われた大学設問基準の人糾化以降、20隼以上に渡り「人サ教育改

坤‾」と言う政策の下に様々な事業が即し進められてきた、、しかしながら、IU堺

レベルの大学教育と比梗する時、その改草の速度は遅く「失われた20余年」と

も椰旅されることがある。

そのような状況1、、2011f日月20日、東京入学（以下、東大）が、2m7隼度

をめとに、入学への人ギ時期を、現行の川から9月に令血的に移行する検討

に入る「秋学期入一、jJへの移行．計画」を発表した‖同人一J二・「人′f時期の在り小二

関する懇親会」の■川掴睦ユ】によると、グローハル化した社会に対応する．・訂度

な人材を育成すると【・1J峠に、「lLI馴勺な加の拠点」という社会のィ、J託に応える
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日本における大学教育の剛際化．東流人′7秋入学等人をめぐり　け川l）

ための　一つの力策として、秋学期入学という大きな教育改革を行うとしている。

秋学期入学をすでに実施している入学もあるが、日本のリーテインク入学と

いえる東人が、「入学時期の全面変更」という、町」、的な形で人帖な教育改中

を子Jうことは、U不利会全体に対する㍍響が非常に人きいと口える。この発表

を′受けて即座に、－ド野文絆朴′ヲ人口、．1川旧家戦略担当州が次々に賛意を表明

し、日本繹関連2、椎葉競争力懇親会3等も賛同している。

東人の秋や期入学は、大学教育のみに留まらず円本の教育全体の改車や、企

業を含むあらゆる組織、日本の利会通念の有り様も劇ヒさせる可能竹を秘めて

いる「、また、この改革は、日本社会全体に「グローハル化への見悟」を持たせ

るという臥仁から意義深いともの□える。

本稿では、日本を代表する東大が秋学期入学という新しいシステムを導入す

る軍で、「人ギの国際化」をいかに果たそうとしているのか、また日本におい

て人」芋が「国際化」するにあたり南面する課題を検討する。

2．秋入学導入による学部現行システムに生じる変化

r171述の「入学時湖の在り力に関する懇親会」の中間幸r猫によると、秋学期人

草全面的移行によって、大きく変化する点として6項目が挙げられ、それぞれ

のメリノト・テメリノトが示されている4－，

綜項目は、以下の通りであう。

川　田l祭交流：凶際的にスタンダートな学事蛭と整合する

は　授業期lU］：学期の途中に長期休業が入らない

（3）人や11iJ●高校卒業から人千人ノブまでに空H期間が生じる

（ギャップタ【ム）

り1入試・入試の実施時用を集約する市ができる（人一丁院も秋学期に

本化する）

㈲＋卒業・就職：牛業が夏、就職が秋以降となる

（釦　その他
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日本における大学教育の国際化・東坑大字秋入学導入をめぐり（占川）

次に本論に■白掛聞達する秋学期人草や人のメリノト・デメリノトを抽出する。

（1）咽際交流：同際的にスタンクートな学事胚と整合する」

メリ　ノト

ー留学（サマープログラム等を含む）がしやすくなる

一優秀な留学畑を受け入れやすくなる（特に短期）

－優秀な帰国子女を確保しやすくなる

一教員交流がしやすくなる

－ハーナヤルな国際支流（遠隔共同受業など）がLやすくなる

旦

国際性の洒養

異文化体験等武者帽子Jによる土気や自己認識の向J

テメリ　ノト

ー従来あ一）た外国人留学生の［1本での準備期間や予備教育に、【iてる期

間が如くなる。lヰ憎留学′lは渡Hから入学までの期間が長くなり減

少するおそれがある

－H本の高校生の俊秀な層が他人サ（海外を含有）へ流出するおそれ

がある

一教員の国l人J人′チ等との交流や連携活動に支障が生じるおそれがある

また、凶l賢的な入学l川競争が活発化している部をあけ、優秀な一デヰ・研究者

の獲得をめぐる競隼がJ廿界的に鳥まるなか9月人号の重安性を小している（束

諒入学　2011）‖

3．「国際交流と国際性」

3．1．世界入学ランキングと大学の競争力

tU二糾二おける人′7’の競争力を′Jけ指標に人きな影響をりえるものとして、世

界大学ランキングの順付があげられる。
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H本における人ヴ教育の国際化●東京大学秋入・、プ導入をめぐり（封lり

この世界大学ランキングにおいて、東人は、ここ数年、微弱ではあるものの

下がり続ける傾向にある。昨年度も後述する2つの異なった世界入学ランキン

グでその順位を下げた。束人が秋学期入学を抑し進める人きな群由は、この国

際的なランクの1、1答に対する危機感があると考えられる－ノ

毎年発表されるランキングに　澗　優すべきでは無いという意見もあるが、

人」￥の国際的な評価を客観的に受け止め、入学自体が、その強みを知り、軋点

を克服していく良い機会となることは、堅実である。丹條．20】2）。また、国

際的評価におけるランキングは、グローハルな視野でとらえた時に、人予の阿

際競争力と帝接なl軋連がある。すなわち、ランキングは、優秀な教員、研究者、

一丁生の大きな吸引力となり、條秀な教員、研究者の在籍する大学には、世相中

から優秀な学年が集まり、その結果、ますますその国際競頚力を■皇Jめるという

必然刑がある，

4．世界大学ランキングから見る東大の「国際性」分析

‖椚1勺にri＿口される人′ヲ評価に、英国の高等教育専門誌「タイムス・ハイ

ア一・エテユケーションTlmeS HlgherEducatlOn（THE）」のL－World UmVerSlty

RanklngS”と、QuacquarelllSymonds Ltd（以卜QS社）の”QS UnlVerSlty

RanklngS日が挙げられる。

「タイムス・ハイア一・エデュケーション」は、『教育』、『研究∴　r論文被

引用回数』、ア産業界からの収入』、『凶際的な取り組み』という5つのカテコリー

と13の糾肋姓準を設定し、大学の教育、研究から知識移海浦勅まで、大学のあ

らゆる音．Ti勤を幅広く精査している5usps London：2011a）‖

この機関の東京人学のl白近のIIJ押入∫ブランキング（2011－2012）は、世舛30位

で、前年性の26位から大きく後退した‖　また、同ランキングで東大は、2009年

には22付、2010年は24位であったことを考慮すると、近年、ランキンクの低下

がH予つといえる。

以ト、同ランキング川付から3口付をホしたものであるr，
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日本における大学教育の【玉l際化一帰京大学秋入学導入をめぐり（吉川）
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円本における大学教育の国際化●恥京大学秋入学導入をめくり（吉川）

「タイムズ・ハイア一・エテユケーシヨン」による東大のそれそれのカテコ

リー評価は、「教育」：86．1ポイント、「研究」：803ポイント、「論文被引用

回数」：69．1ポイント、「匡】際的な取り組み」：23ポイント、「産業界からの

収入」：766ポイントである。明らかに「匝Ⅰ際的な取り組み」に関するカテコ

リーの評価が低いことが見て取れる。

ちなみに、トノブ10人学の「国際的な取り組み」は、プリンストン入学の496

ポイントを除き、全ての大学で50ポイントを上回り、オノスフオート大学では、

91．1ポイント、インペリアル　カレノシ　オブ　ロンドンでは、92．2ポイント

と非常に高い。

同ランキングで、世界50位までにランキングされたアジア地域の大学は以7、

の4大学である

TOP ASIAN UNIVERSITIES2011－2012TlmeS Hlgher EducatLOn（TIIE）

このアジアにおける人ギランキングで、東人は最上位（世界ランキング30位）

となったものの、カテコリー別の詳細を見ると、「匡l際的な取り組み」カテコリー

では、香港大学（世界ランキング34位）の837ポイント、シンカポール入学（世

界ランキング40位）93ポイント、北京大学　川界ランキンク49位）517ポイン

トと、アジアの入学からも「凶際件」に関するファクターでは大きく引き離さ

れている。

力、QS肘ま、『学術面の評価』、『学牛一　人当たりの教員数』、『教員　人

当たりの論文被引用数』、『企業による評価』、『外国人数員比率』、咽外留学生
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H本における入学教育の国際化∵板東人JJと秋入′’用人をめぐり（吉川

比率」の6つのカテコTト臼を基に、合計世舛700以上の入学評価を行ったもの

であり、総合評価に加え、分野別や評価馴欄Jの順佃二ついて、それぞれ上位

30（）大学を発表したOSPSLondon：2011b）日岡裾二よる世界大学ランキングは

以下の通りで東大は25位であるL
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11本における大学紋別）匡1際化　東京人ギ秋入学苺人をめくり（古川）

同社ランキングにおいて、東大の『学術面の評価』は、100／100と、ランキ

ング1付から5位に位置する、いわゆる「l牡界の趨一一流」とされる人ギとl・了ほF

価を得ている。また、『学生一人当たりの教員数』や『企業による評価』も決

して他の1位大′プと比較し、遜色がある訳ではない。しかし、『外し止りし教員比や．月

（】08／100）と『凶外留学什比率』（29．2／100）のカテゴリーが突出して低いJ

例えは、トノブのケンブリノジ入学と比較すると、M大学の『外国人教員比′キ」

（98．4／100）、咽外留学生比／平』（96．9／100）とその差は著しいことが分かる。

また、SQ対の公夫する過去の評価では、東天のランキングは、2m5年、20n6

年の19位、2007年17†、1、2008年19位、2009年22位、2010年24位、2011年25位と、

この数年間で後退し、2010年㍉二は、香港入学（22位）にアジアのトノブの座を

奪われたことになる。

以卜のように、東人は、その「国際乍I」において、著しく評価が低く、それ

が人ノブ全体の世界評価の低下を招く要因となっていることは明らかであるし，

グローバルなレヘルの大学間競争において、「国際性」の低さは、東人の致命

的な軋、となっている。このような状況で、秋学期入学導入は、まさに東人の

l甜取競争におけるその地位向Lへの強烈なメッセージともいえるのである日

5．東大の国際化シナリオ：「グローバル・キャンパスの実現」

5．1．留学生比率12パーセント以上、外国人教員10パーセント以上

東人は、従来の春学期入学を「国際動向との不整合」、「学年、教員の国l賢交

流の制約の　つの要素」とし、留学年や、外国人教員・研究者の東大への暇引

を阿美しているという見力を取っている。そして、秋学期入学澤人の露人のメ

リノトを「教育の国際化の促進」とし、「学事歴が国際標準と整合することに

伴い、学叶・教員の国際流動竹が高まる」（2011∵東京人学）等、国際化の向卜

を十けている。秋サ用人′、f＝導入により、学内構成員の多様化（グローハル・キャ

ンパス）、すなわち留学ヰ・外国人教員の増加を期待している。

Znl1年5日における東人の留」デ／1は、′ヲ部什全体比の1．9パーセント（276名）、

入学院生においては、18．6パーセント（2690名）とな′）ている。ちなみに、ハ一

一90－



日本における入学教育の国際化　東京人一字秋入学導入をめくり　け川日

ハード大学では、半都で10パーセント、人学院では21パーセント、全休として

2レトセントであり、また、シンカポール人′ノでは、？部で19パーセント、大

学院で40パーセント、全体として3日パーセントと、Jl常に高い数値となってい

る′U

冊長な傾向として、束人の外国人教日放は、全休の3．7パーセントと、軟米

の大判二比べ8格段に低い0すなわち束人の呈脾仁、外国人教員比準は、世界

的に極めて低い数仲であり、前述のように、東大のl岬レベルの評価を卜げる

人きな婁凶である。

そこで、今J口lの中仙発火では具体的なH裾を、202叫までに、計理」とを12

パーセント以r（学部12．2ハーセント、大学院′12】7パーセント）に、外国人

教員については、10パーセント以トという数他を掲げているrJ

5・2．．SlgnlficantIntcrnati（InalExperienec for All’（以卜SIE）」

SIEは、東人の国際化「クローハル・キャンパスの冥硯」の根冠ともいえる

シナリオで「201511までにI告恥生全員に国際的なサ習体験をさせる‘slgnlflCant

IntcrnatlOnaHtxperlCnCe for AEl’（以卜SIE）」とするものであるノ（T；L冥Ⅰ参照）

国際性′果文化コミュニケ一一ンヨンH／力等の′自選

汐轍最人声
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日本における人草紋日の回際化．東京人草秋入学導入をめくり　晶川）

東大は、阿際的な学習体誓灸「SIE」を以下の3つのカテコリーに分けている。

「SIEl」．海外留ギ

「SIE2」：淘外体験’

「S川：3」　刊加こおけるl±J際体験：

これらの活動を適し学部生全体の国際性を油壷するとしている。

このシナリオでは、学部什全員は、外国人教員の英語による授業が行われて

いる「グローハル・キャンパス」で学ぶものとし、加えて学内における留学年

との交流を辿して、′f：内にいる事で「SIE3」の環境を休硯できるとする。そ

の卜で、語サ留子やサマースクール、海外インタ】ンシノブを杵旗する学／巨を

「SIE2」、また、「協定校で単位取得を伴う肝デ」を果たすノブ生を「SIEl」

と位置つけている。「SIE2」の比′辛を学部生全休の20～35パーセント、そし

て「SlEl」については、全体の川～15パーセントと見積もっているr　これら

の3種煉（「SIE：う」、「SIE2」、「SIEl」）のいずれか、または、緩数のi11軌

を通し在子中に写吾l址全休の国際性を通産するとしている。

6．グローバル・キャンパス実現の課題

6．1．優秀な外国人教員獲得への課題

東大自身も「グローハル化に伴う国際的な競争は産業界にIIまらず、入学に

ついても優秀な一宇什・研究者の獲得をめぐる競争という形で浦発になってきて

いる山（東京人ノア：20日）と、その競争の放しさを自覚している。優秀な外国

人教員の確保は大ノ。二の教育の質にl吊糾勺に関わり、また、留学叶を含む優秀な

学牛の吸引や、入学の7カテミノクレベルに深く関連する。殊に留学1比率の

向上をH指し、かつ優秀な留ギ一生の増加をH襟とするならば、日1昇的なレベル

の学者、研究者が英語を川いて教育を行う事が不可欠であるr，すなわち、優秀

な外国人数日を攫潤できなければ、東人の国際化が実現する【汀能性は極めて低

い。この優秀な人材獲得は国家の最重要．澱超で、「洒外から優秀な教員や学年

を葉めることにより、その晰究水準を．HJめ、さらに優れた人材を引き付ける好
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循環をどう隼むかが非斜二重要で、それができないIqは沈んでいく」（2012．

相川と臼われている。世野では、これまでに無い梓、悔秀な人材獲得競争が

激しさを増しているのである。

しかし、東人を含む、いわゆる日本の「大学業界」では、l世相的なレベルで

活躍する優れた外凶人‘、デ■苫／研究者を狩繹する制ま秘めてl本腰な状津山こある。

611．優秀な外国人教員と留学生確保の課題

日本の入朝二おける外国人教員の雇用形体がJ「常に特徴的で、多くの入学で

は、「任用付」という削度が適応される‖この制度は、文部科学省の「教員・

研究者等の外囲人材受入れ促進策」のなかでも、「任期ィ、」外凶人の配間」とい

う文言で′」、され、同省も推進r）しているrノこの制度は、「研究者の流動性の促進」

というポシティフな側血が表血に■¶されているが、外国人教烏に、より多くこ

の制度が適応されている実態を批判する声も人きい（陳．20（）4）‖諸外国と比較

し著しく低い外国人教員比二幸の増加を図るための施策であるが、数年（主に1

～3イ†）という任期のために、優れた教員や研究者が、所属する人ギ／研究機

関を辞してまでH本の人判こくる現実佃極めて低い（．リ＝：2nlO）。また、

たとえ数勾問、日本の人′芋において教育、研究に当たったとしても、数年で指

導教官が離職する大子を、優れた留学隼が選ぶとは考えにくい。学年が留学先

を選択する際に最も人きな要因となるものは、「研究分野で普名な学者や教員

の指導」があげられるからである。加えて、数年の任期期間では、研究成果も

限られたものとなる叶能件が大きく、この点でも、優秀な教員、研究者がR本

にの入学に移結するインセンティフは低いと言えるのであえるし〕

従って、この「什期付制度」の靡」1＿なくして優秀な教員・研究者、また、憧

れた計宇′1を蓋き付けることは庫めて非現実的である。

612大学における「カラバコス的意識」の改早

日本の入学は、その国際的競争ノ」に刈する晶蔵の低さがよく指摘される。ま

た、人字数烏は国際化への危機感が撒く、その意識改革が必要であるというい

う見解も多い（2り12　小泉）r，6Il．で述べられた条件で、「東京人ノブ」とい
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うドメステイノクなフラントに頼り、世界の俊秀な人相（教員／学生．）を惹き

イ・」けられるというメンタリティーでは、すでに国際標準から外れている。

言語も社会も全く異なる環境の下、　附」本人や留学牛の糾こ失語で授業を

行い、それに加えて、英語でのコースの運常をするために、著才．な入学教員や

研究者が来ると期待することH体が国際破戒に欠けるとの指摘もある（Llm

2008）。また、「日本の人草では、外国人教員は、姐鮎酎′tのィ、利に加え、いわ

ゆる　－大学珊ム報H的’」で、11本の大学が世界のトノブになれない僚因は、ア殆

との口本の入学教員は、外国人教員や留学′十の人幅な増加を望まない√　少人紋

の‘客’としてのみ歓迎する』」等の指摘（Klaphake　2010）がある。【。Llの様に、

雇用条件ヤ、入学、教員の‾騒乱が国際穂準から離れていることに加えて、入学

業務が日本語で行われる親状から、外Ⅰ司人教員の獲絹は諸外国に比へ圧倒的に

不利であり（Yonezawa　2003）、日本の入学の「国際化」を疑問視する古見も

多いu

Burgess（2（）LO）によると、隣l天lの締杓や申匝＝ま、卜記のような問題・E「をR本

より｝い段階で気イ・」き変革をとげたとしている‖　それが現在の人ガの国際競争

ノ」の差という結果としてあらわれているとの指摘もある。ここ故勺のIll押入学

ランキンクの動向、特にアジアの大学のランキングの変動からBurgess（2（）的）

の指摘のlト馴′†が読み取れる。

「記のような批判を分析すると、日本の人′、fにおいて外凶人教員はあくまで

「VISl「1、ER／客扱い」、すなわち、「そと」に属しており、学内のマシヨリティー

である日本人教員がいる「うち」には入ることが許されない（Lebra　2004）、

極めて■1－い「カラバゴス的社会と意識瀾造」を持つことがわかる。

現状のように「そと」の外周人教員が、英語での授業を担当し、「うち」の

R本人教員は、従来通りの授業を担当するのでは、サ】加二2つのストリームが

出現するだけで、真の出際化とはほと遠いノ　人ノアにおいて「匝‖賢化」を実名す

るには、日本人教職上の意識戊中が不可欠であろう。

i封「、東人でも英語のみでヤ位を取得出来るコースもあり用、また共話によ

る授業料軒数も学部で59科目、人学院で262科目ある′ノ酢芋叶の意識調査では、
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「英語による授業を提供する小で東大の魅力が向lする」、また、「英語による

授業を増やすべき」、という芯、兄が約鋸判を。■．め、やはり留学′1を惹き仙ナる

には、少なくともノ州の「姓。糾境の向」」が、必須であることが分かる。l司

調査では、「理系については、教員・一律の共詣ノブ小足」を理由とし、英語で

寝業をしても魅ノ」が直目しないという巌しい酎己もある。教職Hを含めた人′7

全体が、危機感を打ち、自らの英語越川能力をrh目させる・1iが「グローリ、ル．

キャンパス実規」に帖ナた共体的な作業のプライオリティーであると云える。

この′八、、企業は人ノブよりもかな恒烹誠、．・．■JJいといえる。

世相で競争を絞り山ヂる企業の中でも「梵天」や「777一ストリティリング」

が実施している『柚ノ」英語公仙活他などは、入朝二おいても、おおいに見習

う点が多い‖）莞ブ＼は㍗侶廿甘準備期冊を総て、2〔＝2イ†7月から祉rノ」で使わ

れる全ての業務を英語で行うが、その坪山として川IlJじ情報を日周に仝スタノ

ブが共石するため、（2）国内の人相のいり肘ヒ、（3）俊秀な人材碓保、のこう点を

あげているしこ　また、通訳を使った神囚会議では、「うち」と←そとjという

感党が／1じ一体感が無かったとしている‖

入学の国際化には、この「カラバコス的社会とその・き．激椛造Jの変葦が必須

である「英1語での授業→は、敏糾】のサイクルで入れ梓わる←外国人教員」

に担当させ、自らは変化しないという■l■い】ユ誠を持つ限り、俊秀な外国人教員

の獲得は不叶能と＝北し、日らが変革することが必要である′

62．「グロー′りレ・キャンパスの実現」に向けた課題

「グローハルtキャンパスの実現」で湖題となるのか、この行動計両の最人

のパイを■【】める、別人Jにおける国際体験「SIK3」の有効Hが挙げられるしノア

両の国際休快とは、（1）「菟語による接業を馴修すること」と、（2）「海外㍊

学1との交流」によ一）てnJ眠であると仮こされているし．日）については笑．．子；

付目の必修化竿の丁段で仝千邦において実施可能であ7）う、，しかし、「英．一別二

よる授業」という衣規は対価二曖昧で、果たしてサ′上がとのようなレヘルの授

業を′受討汁るものか131、亡、川越があるし、加えて、週致l叫の持業を斤別等すること
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によって、学生の国際感覚・異文化コミュニケーションレベルがとの程度向卜

するのかについても疑問が残る。

また、（2）については、学生個人の主体性にまかされ、現在「東大の50パー

セント以上の一デ埠が、留学生と付き合いが牲い」とする状況から、「留学什数

の増加」を根拠に「留学叶との交流向「」と結論イ」ける事は危険である（，この

ようの不確かな「SIE3」を基礎とした、「学部全体が国際体験を持つ」とい

うシナリオ全体に什さが見られる。

6．3．11本における留学生の実態と東大目標数値「留一筆生12パーセント」

平成23年5月l R現在、日本で′㌢ぷ留学生の総数は138，075人である。その

中で、中囲い仲良・台湾からの留学年が突け■して多く、仝留学ヰ比の79．5パー

セントを■Ⅰ】めている（，

出身凶（地域）別留学生数

日）川耳Ihl（地域）別留／ノ1数

1日　腫‥」や湾かrJ〝〕出′1ノ生を合わせると、全署＝′′lにL【」める上り合は795（l川牛皮7枚隼〉　％と／L／つ〔いる

l■」（地勅で】　　甜￥生欲　　　構成比　lトJ（地域）名　　　†沼ジ1放　　　　構成1ヒ
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出身国（地域）別留サ生数「位5位

判1才　　　　　　　　紺．描人　　　　　　　　　　日鋼0人虹麿甘㈲

掛r　　　　　　　　↓7，84略　　　　　　　　し▲2，絡3人モ▲1270′ん）減巨

77湾　　　　　　　　も即1人　　　　　　　（▲7雅人（▲lふ㍗賑相野

＼1十ム　　　　　　　4，億3人　　　　　　　　　　偏6人Tl21％，凋）

マレ】ノア　　　　　之・4ユ7人　　　　　　　　　（製革が19％）減）

独正子J政法人H本√デ生支援機構（lへSSr））、l′成親牛1月

日本に留学してくるサ斗の卜位5ヶ国の小で、中国、ベトナム、マレーシア

は、9月入学、特匹＝ま3月、マレーシアは1月人′学を本国で実施している。換

言すれば、「］本で学ぶ留学′十の約8割の学生は、学事歴の違う4月入学にも関

らず、日本に留学していることがわかる。

東大における計社の調査－1伴成2岬）では、酔学牛比は、前述のように、

学部什全体の僅かL9パーセント、大学院で186パーセントである。その出身

国を見てみると、「位5カ匝＝ま、中州（ニ附．1パーセント）、梓凶　ほ2．6パーセ

ント）、台湾（57パーセント）、タイ（45パーセント）、ベトナム（4．nパーセ

ント）となっている。外l司人留学生の地域別内訳では、アシア（79．7パーセン

ト）が全体の8割粥を■トrめ、次いでヨ一口ノバ（8．9パーセント）、中南米（3．7

パーセント）、北米（2．9パーセント）、■1】近東（2．2パーセント）、アフリカ（1．4

パーセント）、オセアニア（1．1パーセント）と、思す生の大半がアジア諸国の

学年であることがわかる。

ここで多数の優秀な人相を世界に派遣するし刃の一つであるイントに注目した

い。米国で学ぶ州一札人留学生数のトノブは中国ノして、次いで2位がイント人、

3位が韓国人である（安藤∴2012）15。イントは「J本と同様、世肘で致少ない

春学期入学の実施国である、しかし、彼らは、学事蛭で懲合ヤlのある日本では

なく、米国に‖）万人もの留学年を送り出しているのである。東大におけるイン

ドからの留学生の実数は掴めないが、］本における留学年全体の比率も0．4パー

セントと輝めて低い。ノ習腑の整合性と、留や生の吸引力をこの例から学ぶ必

要がある一、
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秋学期導入にのみによって、9月入学が実施されている諸外凶の学生が、東

人に留学することはない。東大は、実数である12パーセント比を掲げることよ

りも、自身が示すように、教育システムそのものの透明性、国際通用件、互換

性を高めながら、教員・教育の質を向Lさせる事が最重要課題であろう。これ

らの要素が揃ってこそ、世界の「優秀な留学生」の獲得に成功するのである。

7．あわりに

本稿では、東京大学の秋学期入学導入をめぐり、円本の大学の国際化につい

て考察を行った。R本のリーチイング大学である東大が、その「匡Ⅰ際刊」にお

いて、諸外国の人ノブと比べた時、如何にLlと界的娩争力の観・まから欠如している

のかを【Il押入′デランキング結果をもとに分析した。また、日本の入学の国際化

には、俊秀な外国人教員の確保に向け、その雇用形態の見直しと、教職員を含

む入学全体の意識改革が急務であり、それらが入学の国際化にl白描繋がる守

を指摘した。

9月人草は、東点大学が優れた留学生・教員の確保に向けたIu界競争に」l巾l

から突入したことを表す。ポークレス化が加速する1廿界各国では、「優秀な入

朝の確保」を国策として明確な凶家的戦略のもと、様々な施策が繰り広げられ

ている。優秀な人材を穫得出来ない匝＝二未来はない。東京人学の秋学期入学導

入という変化が、日本の社会構造、そして、意識構造の変単にまで頚勺するこ

とを期待する。
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http／／wwtopunlVerSlt】eSCOm／umVerSLty－ranklngS′W（｝rld－unl、・erSlLy－rank】llgS′2011

B昭eSS，C（201O）Hlghereducat】On OPCmngupOrl1（）S】1－gmフC｛一一一tradlCtOryreformgoaLs

COuld scotch chances of successJapan11mCS　23March2t）1り

htLp／／search）apantlmeSCOJp／cglLbln／f）2010O323zghtmJ

Klaphake・J（2010）Af（汀elPer－frlendlyfleldofdreams71ntcrnatll）】laHaculty，Students．must

bevalued・rl。Ltreated・lS、1SltOrS　3OMarch2UIO TheJapanT）meSOnll】1e

Lltlp／／search）apant”neSCO」p／cLil－b】rL／n20100330zghtml

棚己　益労（2012）人ノブ秋人ノア、雪中のうねり「沈む‖ィ、Jに危機感

日本粧那斤間　201がド㍗Hm「1

http／／wwwnLkkelC（）ITl／artlLlt・N）GXNASl）Gl8OOB Y2A21OCISHAUOU／

′女雌　戊掴（2012）「山人川人′告論L請はコノブの申の嵐　日日われるへさは数でげ）密度だ」

DIAMOND ONuNE http／／dlamOndJp／artLClesH1623Li

小畑　塵和（201封r・7月かレ”本格移行でさらに徹底い）楽人で新人神目が体験する「英語

社内公川浩」のJ大乱　DIAMONl）ONLINEhttp／／dlamOndJp／art．cles／L／16980

卜條　…舶（Zn12）「日岬人ウランキノと山人秋人ヴI WmiIくONZAJ＝2fI1H26日
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Ll本紬月掛け「＝2012）r人材競ウl礪なく　秋入ノア、「lノ刷」き」変える灯矧二，2（）1212H21日
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11本における大学教育の国際化．東京大学秋人や導入をめぐり（割川l）

注

1「将来の人判時期のイ上り方について　－よりグローバルに、よりタフに－仲間まとめJ」

束京大′7　入学時畑の在り方に関する懇親会

http′′wwwu－tOkyoac」p／genO2／pdf／201201201nter】mrepOrtpdf

http／／wwwu－tOkyoacJp／genO2／pdf／2O12O120mterlrnrepOrtpdf

Z H本経団連烏、訓】1年6月13「1にrグローバル人材育成に向けた掟Ti■の中で、入学の「t）

日大′、〃三施」を盛り込んでるu hLLp／／wwwkeldanrenorJp／pollCy／2011／（）62gaLyOpdf

i「グローハルなリーダー人材の育成とi．小川肝究会」【産業滝争力懇談会2（）11で度肝光会

Ll維持腔．】http／／wwwL。Cn）p／comn10n／pdf／thema46－Lpdf

4　r将来の入学時期の頼り方について　－よりグローハルに、よりタフに－　日周ほとめ日

東iJり、苧　入学時期の在り方に閻する懇親会　pplO　図表A　参照

う　r教帝．（訓恥）：数日1人、【1たりの学叶軋　PhD取持学生数」PhD町刷数／‘デ⊥㌃取得数

比、教＝1人、■けごりのPhl）取得ノ」ヱ′l放、数日1人当たりの収入

研究　甘咽，）　研究詳細結果、数nl人、うたりの研究収入及び‖版論文放

論史被州仙1枚J（30％）　論文1本当たりの平J≦ノ被引用同数

憫雄牒からの収入』（25％）　教員1人当たりの産業界からの収入
『阿際的な取り組み1（7鍋り：留サ4／円内ど，叫比、外【－て】人スタノブ′剛仙■11身スタッフ

比、国際八署の研究シヤーナル、＝版数計でヰ′「tI内学隼比、外【1】人スタンプ′ト‖人目l周

スタノブ比、阿際共箸の研究ジャーナル出版数

h F′州油の‖【・イ机　し40％）、『学′l　人当たりの教員数」は∩りど，）、『数日　人’】1たりの論文被引

川数日（2押鋸、作動二よる許帆（1〔嘲、r外l対人教員比率」l持如、申削瑠学牛肝紬（5‘晶）

からHHHrlされる。

7　スタ／フトトノ大千・声部7％／人学院21【ガ，（合体21射、イエーール大で：ノ　鉦10％／人号

l；写し23％（うゝ体17射、北京大学：学部5W／大学院％（全体7％）ソウル代人一r：7割貯九／

ノ＼′Jノ院l　％　H＼体1肌机

「消来び）人′デ時期の在り小二ついて　－よりグローノ、ルに、よりタフに一　川澗まとめ）」

来んり、ノ了　人′封牒肌の仕りカに関する懇親会　pp46　行料18　参口琵

8▼∵サイユーセノツ⊥付人′デ14％、うノクスフォ・－ド人一f　2n％スイス連邦丁科人ノfナい一

リッヒ校　60％、「将来の人′　時期のflり〟について　－よりグロ【ハルに、よりタフに－

（申削まとめ）」東京人′、7　人御時期の在り方に関する懇親会　ppd7　紆料訓　参照

9円際化拠・’・整仰押莱（グローハル30）

≪バ休的な取組内行≫
・英日71で下位が取得できるよう体制を整備（英語教材のl報］党、日本人教職汀細廿修尖植針針山

・・則雄日は娘「．flで招業を子丁うための数日の国際公是・什期付き外川人数仁1の門川’

ln　大判；完21）コ一一ス（201叫‘夫紡）、竹1【；2コース（2012イ110Hr几没子冠）

11ソLr～【よとなJた刷ま、日析のかレUスゴーーン杜k　彼の就けで、狩与川トの会議が某詔で行わ

れるようになった＝　また、2000イl代初江酎二いち11く炎．語を公用語化L／二会廿にSMK（碇

了部占ム製造）があるLJ

12『′日経　栗木の姓し．Fj公川．．子1化【DIAMONr〉ONLINEl2n】2J

13山際的に滝川性のある番片を科目ことに付け、【，省外【L】の人草とLl昭J換作を持つ狐の　要

件は指摘されているJ仰瑠抒汀H．礎秤目、封）り番付は中級科目、州債千日はl級利Hといっ

たように、撞顎明日のレベルに応じた番ぢ

一川r）－



日本における大学教育の国際化・東泉大学秋入学導入をめくり（訓r）

14「東京人学における国際化・剛祭協力へのlI紺紳み．

http／／www8caogo］P／cstp／sonota′kag】galko′2ka）／sLryOHpdf

15アメリカて㌣ぶ肝㌣生総数は、72力人い申国人1椚什15力人、イ／ド人件ノ叫10／J人、樺

何人計7生7ノブ人、日本人酢や生2万1千人

lり1




